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第34歩

　終戦の前日、1945（昭和20）年８月14日、
13時16分から14時１分の約45分間にわたっ
て、大阪上空に飛来した米軍のＢ29爆撃機
は145機、高度6700～7700メートルの上空か
ら、東区（現中央区）、城東区を空襲しまし
た。
　この空襲で現在の大阪城公園一帯にあっ
た一大軍需工場大阪陸軍造兵廠（砲兵工廠）
は全滅しました。被災戸数は1,843戸、被
災者数2,967人、死者は359人、重軽傷者33

人、行方不明79人と記録されています。砲
兵工廠の建物で、空襲をくぐりぬけて現存
しているのが化学分析場です。1919年（大
正８年）に建てられた左右対称のネオルネ
サンス風赤レンガ２階建てで、のべ面積は
1887平方メートル。著名な建築家、置塩
（おしお）章氏の設計になる重厚な建物で、
ここで新兵器の開発・研究や化学実験など
が行われていました。1987年まで自衛隊連
絡部庁舎として使われていました。
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大
阪
・
梅
田
新
道
の
北
東
か
ど
の
あ
た
り
、
住
所
で

い
え
ば
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
二
丁
目
に
、
露
天
神
社

（
つ
ゆ
て
ん
じ
ん
し
ゃ
）
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
の
前
ま

で
飲
食
店
が
集
ま
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
「
お
初
天

神
」
の
通
称
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
少
彦

名
大
神
と
菅
原
道
真
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
は
か

つ
て
曾
根
崎
洲
と
い
う
大
阪
湾
に
浮
ぶ
孤
島
で
、
そ
こ

に
「
住
吉
住
地
曾
根
神
」
を
祀
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
創

建
は
西
暦
７
０
０
年
ご
ろ
と
い
い
ま
す
。
露
の
名
は
、

菅
原
道
真
が
太
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
る
途
中
、
こ
こ
で
都

を
偲
ん
で
『
露
と
散
る
涙
に
袖
は
朽
ち
に
け
り
都
の
こ

と
を
思
い
出
ず
れ
ば
』
と
詠
み
、
涙
を
流
し
た
か
ら
と

も
、
梅
雨
の
こ
ろ
に
神
社
の
前
の
井
戸
か
ら
水
が
わ
き

出
た
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
７
０
３
年（
元
禄
16
）４
月
７
日
早
朝
に
、
大
阪
堂

島
新
地
の
天
満
屋
の
女
郎
・
は
つ（
21
歳
）と
内
本
町
の

醤
油
商
・
平
野
屋
の
手
代
で
あ
る
徳
兵
衛（
25
歳
）が
梅

田
・
曽
根
崎
の
露
天
神
の
森
で
情
死
す
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
境
内
で
実
際
に
あ
っ
た
心
中

事
件
を
題
材
と
し
て
、
近
松
門
左
衛
門
が
人
形
浄
瑠
璃

『
曽
根
崎
心
中
』
を
書
き
、
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
お

初（
は
つ
）の
名
前
か
ら
「
お
初
天
神
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
『
曽
根
崎
心
中
』
の

初
演
は
、
事
件
後
の
５
月
７
日
の
道
頓
堀
に
あ
る
竹
本

座
で
の
公
演
で
し
た
。
近
松
門
左
衛
門
は
『
曽
根
崎
心

中
』
の
あ
と
、『
心
中
天
網
島
』を
は
じ
め
多
く
の
作
品

を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
心
中
も
の
に
共
感
し
た
人

々
の
間
で
、
心
中
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
、
露
天
神
社
の
境
内
に
は
『
曽
根
崎
心
中
』
の

ブ
ロ
ン
ズ
の
慰
霊
像
が
あ
り
、
多
く
の
若
い
カ
ッ
プ
ル

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
夏
の
暑
い
日
の
夕
方
、
こ
の
日
も

若
い
恋
人
同
士
が
説
明
板
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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『
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
』シ
リ
ー
ズ
の

第
１
作
は
１
９
９
９
年
、
第
２
作

が
２
０
０
１
年
、
そ
し
て
今
回
は

７
年
ぶ
り
の
第
３
作
で
す
。
前
回

ま
で
の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
、
今
回
は

中
国
を
舞
台
に
し
て
い
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
は
今
夏
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ

た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
８
月

８
日
の
あ
の
壮
大
、
華
麗
な
開
会

式
を
見
る
と
、
こ
の
映
画
の
シ
ー

ン
と
だ
ぶ
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

　

第
１
作
の
冒
険
で
結
ば
れ
た
、

歴
史
・
探
検
家
の
リ
ッ
ク
と
エ
ヴ

リ
ン
の
オ
コ
ン
ネ
ル
夫
妻
と
、
息

子
ア
レ
ッ
ク
ス
が
、
２
０
０
０
年

の
時
を
超
え
て
生
き
返
っ
た
中
国

の
皇
帝
の
ミ
イ
ラ
（
秦
の
始

皇
帝
を
連
想
さ
せ
ま
す
）
と

戦
い
ま
す
。ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド

の
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
も

っ
と
破
天
荒
の
劇
画
に
し
た
よ
う

な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
。

　

馬
車
対
ク
ル
マ
の
追
撃
チ
ェ
イ

ス
、
砂
漠
で
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
断
崖
絶
壁
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
バ
ト
ル
シ
ー
ン
な

ど
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
活
劇
ら
し

い
ア
ク
シ
ョ
ン
が
満
載
で
す
。

　

も
と
も
と
の
第
１
作
の
原
題
は

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
」（
ミ

イ
ラ
）
で
、「
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
」

は
第
１
作
に
で
て
く
る
死
者
の
都

の
名
前
で
し
た
。

　「おまえが都鳥という名をもっているなら、京の都にいる私の恋しい人はどうしている
かおしえてくれという意」。『伊勢物語』の主人公であるとされている平安時代の歌人・在
原業平の作といいます。この歌が、東京都墨田区の隅田川と吾妻橋付近を詠んでいること
から、付近には在原業平にちなんだ業平橋、言問橋などがあります。都鳥はユリカモメを
さすといいます。ユリカモメはカモメ科で夏に繁殖し、日本では冬鳥として全国の海岸や
河川、沼地などに渡来します。全長約40㎝。足とくちばしは赤色。

♡いまも 心に響く　名詩･名歌･名語録

　この詩は『小景異情』の「その二」にある詩で、室生犀星のもっともよく知られた作品
のひとつです。このあと「よしや／うらぶれて異土の乞食（かたい）となるとても／帰る
ところにあるまじや／ひとり都のゆうぐれに／ふるさとおもひ涙ぐむ／そのこころもて／
遠きみやこにかえらばや／遠きみやこにかえらばや」と続きます。夏のお盆は帰省の時期
ですが、ひとつの決意を込めて「ふるさとには帰るまい」という人もいます。詩人・室生
犀星の故郷は金沢市。1889年（明治22年）８月１日、真夏のさなかに生まれています。

　

箕
面
市
の
閑
静
な
住
宅
街
の

一
角
に
、
２
０
０
０
年
に
80
歳

で
死
去
し
た
喜
劇
女
優
・
ミ
ヤ

コ
蝶
々
さ
ん
の
自
宅
を
改
装
し

た
「
蝶
々
記
念
館
」
が
２
０
０

８
年
５
月
24
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
玄
関
に
は
本
名
の

「
日
向
」
の
表
札
が
そ
の
ま
ま

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
気
長
寿
Ｔ
Ｖ
番
組
だ
っ
た

『
夫
婦
善
哉
』
の
収
録
で
実
際

衣
類
が
計
５
０
０
点
以
上
、
宝

石
や
腕
時
計
、
メ
ガ
ネ
な
ど
が

約
１
０
０
点
あ
ま
り
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
部
屋
の
片
方
に
は

着
物
が
整
然
と
棚
に
収
納
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ア
ル
バ
ム

に
収
容
さ
れ
、
全
て
の
着
物
や

帯
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
や
廊

下
、
踊
り
場
に
掲
示
さ
れ
て
い

る
多
く
の
ポ
ス
タ
ー
や
写
真
に

に
使
用
し
て
い
た
〝
の
れ
ん
〟

を
展
示
し
て
い
る
１
階
の
和

室
。
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
と
続
き

間
の
和
室
に
は
、
父
英
次
郎
と

共
に
ミ
ヤ
コ
蝶
々
が
祭
ら
れ
た

仏
壇
が
あ
り
ま
す
。
記
念
館
を

訪
れ
た
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
が
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

生
前
の
生
活
し
て
い
た
状
態

の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
蝶
々
さ
ん

の
部
屋
や
写
真
約
１
０
０
点
、

日
付
や
説
明
が
な
い
の
が
残
念

で
す
。

　

館
長
を
務
め
る
蝶
々
さ
ん
の

義
弟
・
日
向
利
一
さ
ん
は
「
展

示
物
は
入
れ
替
え
な
が
ら
や
っ

て
い
く
。
多
く
の
人
に
し
の
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。
道
頓
堀
の
松
竹
座
で

の
10
月
公
演
は
『
女
ひ
と
り
』

で
、
ミ
ヤ
コ
蝶
々
物
語
を
上
演

し
ま
す
。
ミ
ヤ
コ
蝶
々
を
演
じ

る
の
は
、
沢
口
靖
子
さ
ん
で
、

相
方
の
南
都
雄
二
役
は
風
間
ト

オ
ル
さ
ん
で
す
。

蝶々記念館

（箕面市）

ミュージアムメモ

▼ 所在地／〒562-0046　箕面市桜
ケ丘１-10-43 ▼交通／阪急電車　
箕面線　桜井駅又は牧落駅下車、
徒歩15分 ▼開館時間／10時～17時

▼休館日／水曜日 ▼入館料／大人
1000円、中・高校生500円　中学
生以下は無料です ▼問い合わせ／
☎072-723-2001

自宅をそのまま公開してオープンした
「蝶々記念館」

砲兵工廠
しょう

・化学
分析場跡
（大阪市中央区）

露つ
ゆ

天
神
社
と
曽
根
崎
心
中（大阪市

北　区）

中国を舞台に蘇る皇帝と兵馬俑

露天神社にある「お初・徳兵衛の
ブロンズ像」 　　　　　　　　　

ふるさとは遠きにありて思ふもの

そして悲しくうたふもの

室生　犀星

『ハムナプトラ３／
　呪われた皇帝の秘宝』

名にし負わば

いざ言
ことと

問はむ都鳥

わがおもふ人はありやなしやと
在原　業平

今
も
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物

が
残
る
化
学
分
析
工
場
跡　

大
阪
の
生
ん
だ
喜
劇
女
優
の
生
涯


